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日
ご
ろ
よ
り
子
ど
も
会
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
二
年
を
語
ろ
う
と
す
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
大
流

行
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
連
日
の
報
道
で
耳
に
す
る
「
緊
急
事

態
宣
言
」
や
「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
等
の
聞
き
な
れ
な
い
用
語
に
、
多
く
の
方
が
不

安
と
戸
惑
い
を
感
じ
た
一
年
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
い

ま
だ
に
感
染
症
の
収
束
は
見
え
ず
、
油
断
な
ら
ぬ
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
都

市
圏
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
福
島
県
内
に
お
い
て
も
、
病
床
利
用
数
の
ひ
っ
迫

が
危
惧
さ
れ
、
特
に
地
域
の
医
療
を
日
々
懸
命
に
支
え
て
お
ら
れ
ま
す
医
療

従
事
者
の
方
の
ご
労
苦
に
は
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

　
今
日
で
は
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
を
目
指
し
た
生
活
様
式
が
か
な
り
社
会
へ

浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
笑
顔
で
ふ
れ
あ

え
る
「
当
た
り
前
の
日
常
」
が
ど
れ
ほ
ど
貴
重
で
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
っ
た

か
、
し
み
じ
み
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
は
大
き
く
変
化
し
て
い

き
ま
す
。
企
業
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
在
宅
出
勤
が
増
え
、
仕
事
へ
の
働
き
方
自

体
が
大
き
く
変
わ
り
始
め
て
お
り
、
子
ど
も
会
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
会
安
全

共
済
会
の
ネ
ッ
ト
加
入
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組

み
が
首
都
圏
を
中
心
に
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
会
活
動
は
「
子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
」
が
基
本
と
な
る
た
め
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
共
存
は
非
常
に
難
儀
な
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
、
感
染
症
の
収
束
後
を
見
据

え
て
、
子
ど
も
た
ち
が
思
い
切
り
遊
び
、
学
べ
る
居
場
所
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
が
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
従
事
者
、
高
齢
者
か
ら
、
ワ
ク
チ

ン
摂
取
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
感
染
状
況
を
注
視
し
、
や
り
す
ぎ
と

思
え
る
く
ら
い
の
万
全
な
感
染
症
対
策
を
施
し
な
が
ら
、
実
施
可
能
な
範
囲

で
、
一
歩
一
歩
、
子
ど
も
会
活
動
を
再
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
結
び
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
に

ご
自
愛
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
の
感
染
症
の
早
期
収
束
と
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
当
た
り
前
の
日
常
が
一
日
で
も
早
く
戻
る
こ
と
を
祈
念
し
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

福
島
県
子
ど
も
会
育
成
会
連
合
会
　

会
長　

新
井
田　

萬
壽
子

　昨年末からコロナウイルス感

染者が増大の一途をたどり、福島

県子連では新型コロナウイルス

感染拡大防止対策の一環として

「マスク用ジッパーバック」を各

市町村子連に配布致しました。

　パッケージには感染予防の啓

発となるイラストがあり、お子

様にも分かりやすいようデザイ

ンされております。

　令和３年２月13日（土）午後

11時７分に起きました福島県

沖地震は最大震度6強でした。

東日本大震災から10年の節目

にまさかの出来事でした。

　福島県子連の事務所も棚が

全て倒れ、書類が散乱し、特

にガラスの飛散がひどかった

ものの、重要な機器類は倒れ

たり床に落ちたりしたにも関

わらず無事でした。データも

問題なく使用でき、本当に良

かったです。

　事務所移転後に耐震設備ま

で手が回っていなかったのを

反省し、すぐに転倒防止など

の対策に着手しました。

コロナウイルス感染防止啓発事業を行いましたコロナウイルス感染防止啓発事業を行いました

責任者　新井田　萬壽子
編集者　事務局

福島県沖地震福島県沖地震 緊急対策緊急対策



＊法律に基づき認可を受けて実施される事業
なので、安定性・安心を確保！

＊民間保険会社の団体契約に比べ、安価な掛金
で手厚い補償！！

①子ども会の活動計画に基づき、1名以上の指
導者（20歳以上の者に限る）又は育成会員の
管理下にある活動

②子ども会の活動計画を実施するために必要
な調査及び準備のための活動

③上記①において計画されている子ども会活動
の一環として参加する各種研修会、研究会及
び会議に参加して行う活動

上記①～③の活動には、子ども会が指定する集合場所又は
解散場所と被共済者の住居との通常の経路の往復中を含み
ます。

子ども会活動中、誤って第三者にケガを負わせ
てしまったり、物を壊したりした時も補償をうけ
られます。身体賠償（免責なし）・財物賠償（免責
1,000円）と補償内容も充実しています。

個人でのインターネット申込になります。
団体料率での割引がメリット！
詳しくは全国子ども会連合会のホームページを
ご覧ください。
https://www.kodomo-kai.or.jp/

【内訳】安全共済掛金70円（10月以降は60円）

　　（全子連運営費・子ども会賠償責任保険料を含む）

　　•県子連運営費130円（各種事業・安全共済管理）

共　済　金　額

　①死亡保険金　600万円

　②後遺障害共済金　程度に応じて7万円～600万円

　③医療共済金　健康保険等を適用した医療費

　　　　　　　　総額の30％（支払限度額50万円）

　　　　　　　　　　　　　（治療期間180日限度）

令和３年度　事業計画（案）

※県子連総会を経て決まる事業（案）ですので、予めご承知おき下さい。
４月～３月 理事会・常任理事会の開催 事務局

４月・10月 会計監査 事務局

５月30日㈰ 第52回県子連総会・第１回理事会 郡山市

６月10日㈭ 公益社団法人全国子ども会連合会総会 東京都

６月　 子ども会安全啓発初級指導者養成講習会 郡山市

６月 福島県育成指導者研究協議会 郡山市

７月23日㈮～24日㈯

 第47回東北地区ジュニア・リーダー大会 秋田県

８月28日㈯～29日㈰

 第34回福島県子ども会ジュニア・リーダー研修会 猪苗代町

11月13日㈯～14日㈰

 第51回東北地区子ども会育成研究協議会 岩手県

11月20日㈯～21日㈰

 第54回全国子ども会育成中央会議・研究大会 北海道

12月～３月 編集委員会 事務局

３月 会報発行 事務局

年４～６回程度 ジュニア・リーダー　フォルティッシモ定例会 郡山市

通年 会員増強運動の展開 県内全域

■子ども会年会費　1人　200円　

子ども会へ入ろう！

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で

今年度は、全子連はじめ県子連の活動が

制限されることとなったことから、紙面

を縮小し発行することとなりました。

　来年度はコロナ禍から抜け出し、多く

の活動報告を沢山お伝えできるようにな

ることを願っています。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　記　森尾和衛

自転車保険も取り扱っております

■医療共済金を支払わない場合

・事故発生の日からその日を含め180日を経過した後の期間
の医療費

・総医療点数が333点以下（医療支払額が1,000円以下）の場合
・その他、共済約款に定めるもの


